
【２０頁】

議会モニターを募集します！

【２頁　特集】

市民に身近な
　　開かれた議会を目指して！

この議会だよりは、リサイクル可能です。読み終えた後は、資源回収などへ、リサイクルしてください。　

主な掲載内容
･･･････････････････････2頁

･･･････････3頁
･････5頁

･･････16頁
････････17頁

････････････18、19頁
････････19頁
･･････････20頁

特集
６月定例会の概要
代表質問・市政一般質問
議会ＰＤＣＡサイクル
議員表彰・議場見学
政務活動費
９月定例会開催予定
議会モニター募集

市議会だより
こおりやま

議場を優しく包み込む旋律
～ 第144回ホールコンサートin 郡山市議会 ～

第213号 － 令和7年6月定例会 －



　これまで郡山市議会では、議会報告会や意見交換会、議会中継におけるリアルタイムでの字幕表
示など、積極的な取組みを行ってきました。
　今年度は、6月定例会から中継方法をYouTubeによる配信に変更しました。

　アナログ映像から
デジタル映像となり、
より鮮明な画質で視
聴できます。

　ライブ配信終了後、タイムラグなく、その日
のうちに、アーカイブの視聴ができます。

市民に身近な開かれた議会を目指して！

議会中継におけるYouTube配信の特徴！

◇ 議会映像がより鮮明に ◇ 議会中継の見逃しにも即対応

◇ 議会がさらに身近に

　スマートフォンやタブレット端末でQRコード
を読み取ると、配信ページに簡単にアクセスで
き、手軽に議会中継が視聴できます。

特集

令和７年度議会報告会、11月９日（日）に議場で開催決定！詳細は、市議会だよりの次回号でお知らせします。

次の100年に向け新たな歩みを
　郡山市議会は昨年100周年を迎え、次の100年に向け、新たな歴史を歩み始めました。
　これまでの100年、議員一丸となって、市民の皆様の負託に応えるよう尽力してまいりました。
　昨年9月には、郡山市議会100周年を記念して、議場コンサートを開催するなど、市民に開かれた議
会を推進しています。
　また、よりわかりやすい議会情報の発信にも努め、本年５月に開催された中核市議会議長会の議会報
コンクールでは、優秀賞を受賞し、その成果を高く評価いただきました。
　本定例会においても、次の100年を歩み始める契機とし
て、初日の本会議開会前に、「第144回ホールコンサートin
郡山市議会」と題したコンサートを、議場において開催し、多
くの市民の方々に御来場いただいたところであります。
　今後におきましても、これまで以上に、多くの市民の皆様
に議会を身近に感じていただけるよう、開かれた議会運営に
取り組んでまいります。 郡山市議会　議長　佐藤　政喜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

YouTubeで配信中!

広聴広報委員会の運営について報告を
受ける佐藤議長と廣田副議長
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令
和
７
年
６
月
定
例
会
の
概
要

　
６
月
定
例
会
を
６
月
13
日
か
ら

７
月
２
日
ま
で
の
20
日
間
に
わ
た

り
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
会
期
の
決
定
、
諸
般

の
報
告
に
続
き
、
市
議
会
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

議
会
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た

後
、
市
長
が
所
信
表
明
及
び
提
出

議
案
の
提
案
理
由
を
述
べ
、
副
市

長
の
選
任
な
ど
人
事
案
件
４
件
に

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
19
日
と
20
日
は
、
会
派
を
代
表

し
７
人
の
議
員
が
代
表
質
問
を
行

い
、
23
日
か
ら
26
日
ま
で
は
、
13

人
の
議
員
が
市
政
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

　
27
日
と
30
日
は
、
各
常
任
委
員

会
で
、
付
託
さ
れ
た
議
案
27
件
と

請
願
６
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
と
な
る
７
月
２
日
の
本

会
議
で
は
、
各
常
任
委
員
会
の
審

査
結
果
報
告
を
受
け
た
後
、
２
人

の
議
員
か
ら
賛
成
・
反
対
の
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
採
決
を
行
い
、
議
案

23
件
と
請
願
１
件
を
全
会
一
致
で

可
決
・
承
認
・
採
択
し
た
ほ
か
、

議
案
４
件
と
請
願
１
件
を
賛
成
多

数
で
可
決
・
採
択
、
請
願
４
件
を

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
追
加
提
出
の
人
事
案
件

２
件
に
全
会
一
致
で
同
意
し
た
後
、

７
月
20
日
に
任
期
満
了
と
な
る
市

選
挙
管
理
委
員
会
選
挙
管
理
委
員

と
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
被
災
児
童
生
徒
就
学

支
援
等
事
業
」
の
継
続
と
被
災
児

童
生
徒
の
十
分
な
就
学
支
援
を
求

め
る
意
見
書
の
議
会
案
を
全
会
一

致
で
、
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
の
議
会
案
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
、
全
日
程
を
終

了
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
審
査
状
況

※
洗
堀
…
水
の
流
れ
や
波
の
影
響
に
よ
り
、
河

岸
・
河
床
の
土
砂
が
洗
い
流
さ
れ
る
こ
と
。

郡
山
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
の
改
修
等
に
要
す
る
経
費
を
含
む

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
な
ど
議
案
33
件
、
議
会
案

３
件
を
可
決

　
　
亀
田
川
改
修
工
事
の
具
体
的

な
内
容
は
。

　
　
準
用
河
川
亀
田
川
は
、
現
在

河
床
の
低
下
が
見
ら
れ
る
た
め
、

ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
き
、
洗
堀
※
に
よ

り
河
床
が
下
が
ら
な
い
よ
う
に
す

る
護
床
工
の
設
置
を
行
う
と
と
も

に
、
護
岸
を
保
護
す
る
た
め
の
改

修
工
事
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

問　
国
の
重
点
支
援
地
方
交
付
金

の
活
用
先
を
「
０
歳
児
を
養
育
す

る
人
へ
の
給
付
」
と
し
た
理
由
は
。

　
ま
た
、
申
請
が
必
要
な
人
の
申

請
漏
れ
を
防
ぐ
方
策
は
。

答　
物
価
高
騰
対
応
策
と
し
て
、

出
産
に
よ
り
家
族
が
増
え
る
子
育

て
世
帯
へ
の
生
活
支
援
と
し
た
。

　
申
請
に
つ
い
て
は
、
出
生
・
転
入

の
届
出
時
に
案
内
す
る
ほ
か
、
広

報
紙
等
様
々
な
媒
体
で
周
知
す
る
。

問　
本
年
２
月
の
大
雪
に
よ
る
農

業
施
設
の
被
害
実
数
と
被
害
額
は
。

答　
被
害
実
数
は
、
湖
南
町
10
件
、

熱
海
町
４
件
、
逢
瀬
町
２
件
の
計

16
件
で
あ
り
、
内
訳
は
、
農
業
用

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
14
棟
、
ワ
イ
ン
用

ブ
ド
ウ
垣
根
資
材
１
件
、
堆
肥
舎

倉
庫
１
棟
で
あ
る
。

　
ま
た
、
県
の
被
害
額
評
価
を
基

に
算
出
し
た
被
害
額
は
371
万
円
と

な
る
。

問　
庁
舎
費
に
関
し
、
電
話
機
に

通
話
録
音
装
置
を
賃
貸
借
で
導
入

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
導
入

す
る
目
的
と
設
置
場
所
は
。

答　
職
員
の
電
話
対
応
に
係
る
品

質
の
向
上
と
、
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止

を
目
的
と
し
て
、
市
役
所
本
庁
舎

及
び
西
庁
舎
に
あ
る
全
て
の
外
部

か
ら
掛
か
っ
て
く
る
電
話
機
に
設

置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

総
務
財
政

建
設
水
道

環
境
経
済

問答問答

問答

文
教
福
祉

問答
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全会一致で可決した議案等

賛否が分かれた議案等
賛成は「○」、反対は「×」と表記しています。

件　　名 議決結果

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

不採択

採択

不採択

不採択

不採択

原案可決

会派の賛否（議長を除く｡）

一般会計（第２号）   
国民健康保険特別会計（第１号）
後期高齢者医療特別会計（第１号） 
郡山市国民健康保険税条例
軽度・中等度の難聴者への支援を求める
請願   
地方財政の充実・強化を求める意見書提
出請願書   
「消費税率５％への減税を求める意見書」
の提出について   
「インボイス制度廃止をもとめる意見書」
の提出について   
米の安定供給と国内農業支援政策の実現
を求める意見書の提出に関する請願
地方財政の充実・強化を求める意見書

○
○
○
○

×

○

×

×

×

○

○
○
○
○

×

○

×

×

×

○

○
○
○
○

×

○

×

×

×

○

○
○
○
○

×

○

×

×

×

○

○
○
○
○

×

○

×

×

×

○

○
○
○
○

○

○

×

○

○

○

○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

×
○
○
○

○

×

○

○

○

×

○
○
○
○

○

○

×

×

×

○

×
×
×
×

○

○

○

○

○

○

補正予算

条例改正

請願

議会案

10人 9人 4人 4人 3人 2人 2人 1人 1人 1人

志

翔

会

新

政

会

郡
山
市
議
会
公
明
党

緑

風

会

自
由
民
主
党
郡
山
市
議
団

日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団

立
憲
民
主
党
郡
山

無

所

属

の

会

立

憲

民

主

党

れ
い
わ
新
選
組

補
正
予
算

条
例
改
正

条
例
制
定

一般会計（第３号）    
介護保険特別会計（第１号）
郡山市都市計画法に基づく開発許可等の基準に
関する条例
郡山市行政手続等における情報通信の技術の利
用に関する条例
郡山市職員の育児休業等に関する条例等
郡山市税条例    
郡山市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例及び郡山市特定教育・保育施
設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例
郡山市放課後児童クラブ条例
郡山市上下水道事業の設置等に関する条例
郡山市議会議員及び郡山市長の選挙における選
挙運動の公営に関する条例
郡山市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例
 　郡山市議会委員会条例  

そ
の
他

請
願

議
会
案

工事請負契約（郡山市河内埋立処分場第二汚水処
理施設長寿命化工事、準用河川徳定川改修工事、
校舎長寿命化改修事業（大成小、小山田小）、屋内
運動場長寿命化改修事業（安積第一小））
財産の取得（テント式パーテーション、消防ポンプ
自動車、排水ポンプ自動車、気化熱冷風機）
財産の処分（土地）
福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共
団体の数の減少及び福島県市町村総合事務組合
規約の一部変更
専決処分の承認を求めること
郡山市副市長の選任 
郡山市教育委員会教育長の任命
郡山市監査委員の選任
郡山市公平委員会委員の選任
郡山市固定資産評価審査委員会委員の選任
「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、
被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書」
の提出を求める請願書
「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と被災児
童生徒の十分な就学支援を求める意見書

請願文書議案等に対する
各議員の賛否

欠席：郡山市議会公明党１名
本市議会では、採決時に賛成反対いずれの意思表示もしない場合は、反対したものとみなされます。

議会案
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解
体
費
用
の
補
助
制
度
の
新

設
に
つ
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
の

進
展
等
に
伴
う
町
内
会
活
動
の
縮

小
と
い
っ
た
環
境
の
変
化
は
も
と

よ
り
、
老
朽
化
に
伴
う
倒
壊
の
防

止
や
空
き
家
と
し
て
の
防
犯
上
の

懸
念
等
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
推
進
す
る
本
市
と
し
て
も
重
要

な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
先
進
自
治
体

の
事
例
を
参
考
に
す
る
と
と
も
に

町
内
会
等
の
意
向
把
握
や
、
必
要

な
財
源
の
確
保
等
に
つ
い
て
も
整

理
し
な
が
ら
、
現
在
、
具
体
的
な

補
助
ス
キ
ー
ム
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。

　
要
望
書
を
受
け
、
２
０
２
７

年
４
月
に
宮
城
小
学
校
・
海
老
根

小
学
校
・
御
舘
小
学
校
を
緑
ケ
丘

第
一
小
学
校
に
、
宮
城
中
学
校
・

御
舘
中
学
校
を
緑
ケ
丘
中
学
校
に

統
合
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
保
護
者
、
地
域
住
民
等

へ
の
説
明
会
に
て
、
意
見
を
十
分

に
聞
き
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

ま
た
、
受
け
入
れ
校
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
要
望
を
踏
ま
え
、

必
要
な
予
算

を
次
年
度
に

計
上
し
て
い

く
。

　
中
田
町
の
要
望
を
受
け
、
小

中
学
校
の
統
合
に
向
け
た
取
組
み

及
び
受
け
入
れ
先
の
緑
ケ
丘
第
一

小
学
校
、
緑
ケ
丘
中
学
校
へ
の
支

援
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
老
朽
化
し
た
集
会
所
の
解
体

の
た
め
、
市
集
会
所
整
備
費
補
助

の
補
助
対
象
に
解
体
費
用
を
加
え
、

町
内
会
等
の
負
担
を
軽
減
す
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
は
。

問答

問答

中
田
町
小
中
学
校
の
統
合
に

向
け
た
取
組
み
・
支
援
に
つ
い
て

町
内
会
の
集
会
所
に
つ
い
て

代表質問

会議録検索
システム

令
和
７
年
６
月
定
例
会

●
掲
載
項
目

行
っ
た
質
問
の
う
ち
、
質
問
者
が
選

択
し
た
２
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
掲
載
項
目
は
質
問
者
間
で
重

複
し
な
い
よ
う
調
整
し
て
い
ま
す
。

●
記
事
の
内
容

掲
載
の
質
問
や
答
弁
は
、
要
約
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
配
信
動
画
や
会

議
録
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

●
配
信
動
画

各
記
事
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
配
信

動
画
（
郡
山
市
議
会
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
が
御
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

●
会
議
録

市
議
会
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
市
政
情
報

セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）
、

中
央
図
書
館 

、
希
望
ヶ
丘
図
書
館 

、

安
積
図
書
館
、
富
久
山
図
書
館
で
御

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
７
年
６
月
定
例
会
の

会
議
録
が
御
覧
い
た
だ
け
る
の
は
、

９
月
上
旬
に
な
り
ま
す
。

会
派（
所
属
議
員
２
名
以
上
）を
代
表
す

る
議
員
が
行
う
、
市
長
の
市
政
方
針
と

提
案
理
由
に
対
す
る
質
問
を
い
い
ま
す
。

質
問
者
数
７
名 代

表
質
問

議
員
が
各
定
例
会
で
行
う
市
政
に
対
す

る
質
問
を
い
い
ま
す
。

質
問
者
数
13
名

市
政
一
般
質
問

志 

翔 

会
近
内　
利
男
議
員

こ
ん
な
い

と
し
お

宮城小学校
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策
定
予
定
の
計
画
に
お
い
て

は
、
食
と
農
に
関
わ
る
地
域
経
済

の
持
続
的
な
発
展
を
見
据
え
、
地

域
内
外
の
多
様
な
関
係
者
が
参
画

す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

と
、
食
の
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
誘
発
す
る
、
地
域
一
体
と
な

っ
た
面
的
な
取
組
み
を
推
進
す
る
。

併
せ
て
、
商
工
会
議
所
等
と
の

連
携
を
強
化
し
、
事
業
者
の
掘
り

起
こ
し
を
行
う
ほ
か
、
生
産
者
と

商
工
業
者
や
飲
食
店
等
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
も
進
め
、
本
市
農
産
物
の

付
加
価
値
向

上
と
国
内
外

へ
の
販
路
拡

大
を
支
援
し

て
い
く
。

答　
一
つ
目
※
１
は
、
郡
山
駅
西
口

の
交
通
渋
滞
対
策
や
、
旧
豊
田
貯

水
池
跡
地
等
の
地
域
資
源
の
利
活

用
を
通
じ
、
住
む
人
が
誇
り
を
持

ち
、
訪
れ
る
人
に
感
動
し
て
も
ら

え
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
く
。

　
二
つ
目
※
２
は
、
子
育
て
世
代
へ

の
支
援
、
障
が
い
の
あ
る
人
々
へ

の
包
括
的
支
援
、
高
齢
者
の
移
動

手
段
の
確
保
や
防
災
体
制
の
維
持

等
、
社
会
基
盤
を
構
築
し
て
い
く
。

　
三
つ
目
※
３
は
、
地
元
企
業
へ
の

支
援
、
医
療
機
関
の
機
能
強
化
、

農
業
の
担
い
手
育
成
や
ブ
ラ
ン
ド

化
支
援
等
を
通
じ
て
経
済
基
盤
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
市
長
選
出
馬
に
際
し
表
明
し

た
３
つ
の
約
束
※
を
、
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
考
え
な
の
か
。

　
農
商
工
部
が
本
年
度
策
定
す

る
、
当
該
計
画
の
基
本
方
針
と
今

後
ど
う
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
。

問答

問答

「
明
日
へ
の
責
任
３
つ
の
約
束
」

に
つ
い
て

「（
仮
称
）６
次
産
業
化・農
商
工
等

連
携
推
進
計
画
」に
つ
い
て

代表質問

新 

政 

会
折
笠　
正
議
員

お
り
か
さ
た
だ
し

　
会
津
若
松
市
、
猪
苗
代
町
及

び
本
市
の
２
市
１
町
と
県
で
構
成

す
る
猪
苗
代
湖
環
境
保
全
推
進
連

絡
会
で
、
条
約
登
録
に
必
要
な
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
情
報
票
（
Ｒ

Ｉ
Ｓ
）
を
作
成
し
、
３
月
25
日
付

け
で
Ｒ
Ｉ
Ｓ
を
環
境
省
へ
提
出
し
、

４
月
７
日
に
、
環
境
省
か
ら
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
事
務
局
で
あ
る
国
際

自
然
保
護
連
合
へ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
が
提
出

さ
れ
た
。

７
月
に
は
正
式
な
登
録
と
な
る

見
込
み
で
あ
り
、
同
月
末
に
は
、

ジ
ン
バ
ブ
エ
共
和
国
で
開
催
さ
れ

る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
第
15
回
締
約

国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
）
に
お
い
て
、

猪
苗
代
湖
の
当
該
条
約
の
登
録
証

を
２
市
１
町
と
県
そ
れ
ぞ
れ
が
受

け
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
当
該
団
地
は
、
平
成
27
年
10

月
に
第
１
期
工
区
の
分
譲
を
開
始

し
、
現
在
ま
で
に
分
譲
企
業
24
社

の
う
ち
22
社
が
操
業
し
て
お
り
、

昨
年
10
月
１
日
時
点
で
約
780
名
が

就
業
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
１
期
工
区
の
今
後
操

業
予
定
の
企
業
と
、
現
在
造
成
中

の
第
２
期
工
区
の
契
約
済
及
び
分

譲
予
定
企
業
11
社
の
雇
用
計
画
数

で
あ
る
約
760
名
を
合
わ
せ
る
と
、

約
１
千
540
名
の
雇
用
数
を
見
込
ん

で
お
り
、
未
分
譲
の
９
区
画
が
完

売
と
な
っ
た

場
合
は
、
更

な
る
雇
用
の

増
加
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。

　
当
該
団
地
第
２
期
工
区
が
完

売
し
た
時
、
立
地
企
業
全
体
で
は

ど
の
位
の
雇
用
が
見
込
め
る
の
か
。

　
猪
苗
代
湖
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
へ
の
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

問答

問答

西
部
第
一
工
業
団
地
の
雇
用
に

つ
い
て

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

代表質問

緑 

風 

会
諸
越　
裕
議
員

も
ろ
こ
し
ひ
ろ
し

※
１ 

「
魅
力
と
個
性
が
際
立
つ
世
界
に
誇
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
、
※
２ 

「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
社
会
の
実
現
」
、
※
３ 

「
地
元
中
小
企
業
・

民
間
医
療
機
関
・
農
業
・
地
域
経
済
へ
の
支
援
」

造成中の西部第一工業団地
（第２期工区）

果樹農業６次産業化プロジェクトで
商品化されたワイン
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医
療
的
ケ
ア
児
の
在
宅
レ
ス

パ
イ
ト
事
業
は
、
医
療
保
険
適
用

外
の
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
で
、
訪

問
看
護
事
業
者
が
児
童
の
介
護
や

見
守
り
を
行
い
、
家
族
の
休
息
時

間
確
保
と
介
護
負
担
の
軽
減
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

自
宅
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
安
心
感
や
、
移
動
す
る
際
の
リ

ス
ク
が
生
じ
な
い
こ
と
か
ら
、
医

療
的
ケ
ア
児
や
そ
の
家
庭
の
状
況

に
応
じ
、
一
定
の
ニ
ー
ズ
が
見
込

ま
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
た
め
、

課
題
を
整
理

し
、
実
施
に

向
け
た
取
組

み
を
進
め
て

い
く
。

　
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
県

教
育
委
員
会
か
ら
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ

ポ
ー
ト
ル
ー
ム
実
践
校
と
し
て
、

小
学
校
２
校
、
中
学
校
３
校
が
指

定
を
受
け
て
お
り
、
さ
ら
に
本
市

で
は
現
在
、
県
の
指
定
を
受
け
て

い
な
い
小
学
校
６
校
、
中
学
校
18

校
、
義
務
教
育
学
校
１
校
が
、
各

校
の
創
意
工
夫
に
よ
り
校
内
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
中
学
校
15
校
に
14
名

の
学
校
生
活
支
援
員
を
本
市
独
自

に
配
置
し
、
学
べ
る
環
境
の
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
不
登
校

児
童
生
徒
が
出
現
し
た
場
合
は
、

学
校
内
に
安
心
し
て
学
習
・
生
活

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

　
不
登
校
対
応
強
化
の
た
め
の

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
医
療
的
ケ
ア
児
の
在
宅
レ
ス

パ
イ
ト
事
業
を
、
本
市
で
も
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
が
見
解
は
。

問答

問答

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
つ
い
て

医
療
的
ケ
ア
児
の
在
宅
レ
ス
パ

イ
ト
事
業
に
つ
い
て
　

代表質問

郡
山
市
議
会
公
明
党
小
島　
寛
子
議
員

お
じ
ま

ひ
ろ
こ

　
開
設
時
間
は
午
前
７
時
30
分

か
ら
午
後
６
時
30
分
ま
で
と
し
、

平
日
は
１
時
間
の
延
長
利
用
を
可

能
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
は
学
校
別
募
集
人

数
は
設
定
せ
ず
、
３
校
合
計
で
35

名
を
募
集
予
定
で
、
定
員
を
超
え

た
場
合
、
支
援
の
必
要
性
に
応
じ
、

学
年
や
学
校

で
入
所
優
先

順
位
を
設
定

し
対
応
し
て

い
く
。

　
県
全
体
の
数
値
を
指
標
と
し
、

目
標
値
達
成
の
取
組
み
は
、
ふ
く

し
ま
医
療
機
器
産
業
推
進
機
構
と

連
携
し
、
市
内
企
業
を
対
象
に
地

域
連
携
型
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事

業
を
実
施
し
、
昨
年
度
は
医
療
機

器
分
野
へ
進
出
を
希
望
す
る
企
業

の
開
拓
３
件
、
企
業
間
の
マ
ッ
チ

ン
グ
８
件
等
を
実
施
し
た
。

今
後
も
産
業
支
援
機
関
等
と
緊

密
に
連
携
し
、
医
療
分
野
へ
参
入

を
目
指
す
企
業
等
の
支
援
、
医
療

関
連
産
業
の
振
興
、
集
積
を
図
っ

て
い
く
。

　
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
指
針
第

八
次
実
施
計
画
の
指
標
の
医
療
機

器
生
産
金
額
は
県
全
体
の
数
値
か
。

ま
た
、
現
況
値
の
２
０
２
３
年

か
ら
２
０
３
０
年
の
828
億
円
増
額

の
目
標
値
達
成
に
向
け
、
ど
う
取

組
み
を
展
開
し
て
い
く
の
か
。

　
行
健
小
学
校
の
教
室
を
利
用

し
、
行
健
・
行
健
第
二
・
日
和
田

小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
試
行
的

に
開
設
さ
れ
る
夏
休
み
限
定
の
児

童
ク
ラ
ブ
の
受
入
体
制
は
、
1
日

何
時
か
ら
何
時
ま
で
な
の
か
、
ま

た
、
３
校
そ
れ
ぞ
れ
何
人
ぐ
ら
い

で
募
集
す
る
の
か
。

問答

問答

医
療
機
器
生
産
金
額
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
夏
季
教

室
の
試
行
的
開
設
に
つ
い
て

代表質問

自
由
民
主
党
郡
山
市
議
団
佐
藤　
栄
作
議
員

さ
と
う

え
い
さ
く

放課後児童クラブの様子
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中
途
採
用
の
促
進
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
度
よ
り
、
人
物
重

視
の
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
を
一
般
行
政
職

か
ら
順
次
導
入
す
る
と
と
も
に
、

令
和
４
年
度
よ
り
、
社
会
人
経
験

者
を
対
象
に
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
と
行

政
実
務
経
験
者
の
試
験
区
分
を
新

設
し
、
土
木
な
ど
の
専
門
職
に
お

い
て
も
就
職
氷
河
期
世
代
が
受
験

対
象
と
な
る
よ
う
対
象
年
齢
の
引

き
上
げ
を
行
う
な
ど
、
応
募
機
会

の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

当
該
世
代
の
採
用
状
況
は
、
令

和
５
年
度
採
用
者
48
名
の
う
ち
７

名
、
令
和
６
年
度
採
用
者
50
名
の

う
ち
５
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
こ
ど
も
・
若
者
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
昨
年
度
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く

の
声
を
重
視
し
、
市
長
と
し
て
全

庁
に
周
知
の
う
え
、
施
策
に
活
か

す
よ
う
改
め
て
指
示
し
た
。

特
に
、
本
定
例
会
に
上
程
し
て

い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
夏
季

教
室
の
開
設
は
、
保
護
者
か
ら
の

要
望
を
受
け
止
め
、
こ
の
夏
休
み

か
ら
の
実
現
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
部
局
横
断
・
連
携

の
も
と
、
多

様
な
意
見
を

施
策
に
反
映

し
て
い
く
。

　
急
速
に
少
子
化
が
進
展
す
る

中
で
、
庁
内
連
絡
会
等
の
も
と
、

市
民
の
意
見
等
を
聴
取
し
、
実
態

に
即
し
た
事
業
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
当
該
世
代
の
市
職
員
へ
の
採

用
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
代
表

質
問
等
を
行
っ
て
お
り
、
数
名
が

採
用
さ
れ
て
き
た
と
の
こ
と
だ
が
、

令
和
５
年
度
と
６
年
度
の
状
況
は
。

問答

問答

少
子
化
対
策
に
係
る
部
局
横
断
・

連
携
の
事
業
推
進
に
つ
い
て

就
職
氷
河
期
世
代
の
職
員
採
用

に
つ
い
て

代表質問

　
国
が
定
め
る
生
活
保
護
法
に

よ
る
保
護
の
実
施
要
領
に
お
い
て
、

生
活
保
護
世
帯
以
外
の
世
帯
と
の

均
衡
等
を
考
慮
し
、
障
が
い
者
の

通
院
等
や
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
が
著
し
く
困
難
な
地
域
に
居
住

す
る
被
保
護
者
の
通
勤
及
び
通
院

等
に
利
用
す
る
場
合
な
ど
に
は
、

社
会
通
念
上
処
分
さ
せ
る
こ
と
を

適
当
と
し
な
い
も
の
と
し
て
、
自

家
用
車
の
保
有
を
認
め
る
も
の
と

し
て
い
る
。　

市
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
要
領
に

基
づ
き
世
帯
の
状
況
を
勘
案
の
上
、

自
家
用
車
の
保
有
の
可
否
を
判
断

し
て
お
り
、
今
後
も
国
で
定
め
る

基
準
等
に
従
い
、
保
有
の
可
否
に

つ
い
て
適
切
に
判
断
し
て
い
く
。

　
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
集

約
・
新
設
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

設
計
、
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営

を
包
括
的
に
委
託
し
、
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
た
効
率
の
よ

い
施
設
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
、

維
持
管
理
等
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル

の
経
費
削
減
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
手
法
を
採
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
も
、
同
手
法
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
、
安
全
・
安
心
で
栄
養

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
学
校
給
食
を
、

継
続
的
に
安

定
提
供
で
き

る
施
設
整
備

を
進
め
て
い

く
。

　
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
を
導
入
し
て
よ
い
の
か
、

再
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
見
解
は
。

　
合
理
的
か
つ
常
識
的
な
範
囲

に
お
い
て
保
有
を
認
め
る
べ
き
と

思
う
が
見
解
は
。

問答

問答

学
校
教
育
分
野
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

を
導
入
す
る
問
題
に
つ
い
て

生
活
保
護
世
帯
の
自
家
用
車
の

保
有
に
つ
い
て

代表質問

立
憲
民
主
党
郡
山
八
重
樫　
小
代
子
議
員

や
え
が
し

さ
よ
こ

日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
岡
田　
哲
夫
議
員

お
か
だ

て
つ
お

本市の学校給食
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河
内
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

現
在
行
っ
て
い
る
発
電
や
廃
熱
利

用
に
加
え
、
富
久
山
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
実
証
試
験
中
の
回
収
し

た
Ｃ
Ｏ
２
を
更
に
再
利
用
す
る
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
導
入
を
は
じ
め
、
ご
み

を
資
源
と
捉
え
た
生
ご
み
な
ど
の

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
活
用
、
農
業

分
野
で
の
熱
源
利
用
な
ど
、
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
社
会
を
推

進
す
る
多
様
な
付
加
価
値
を
備
え

た
施
設
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

　
令
和
５
年
３
月
に
川
崎
重
工

業
株
式
会
社
と
締
結
し
た
協
定
に

よ
り
、
実
証
試
験
を
富
久
山
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
進
め
、
そ
の
成

果
は
、
市
内
企
業
と
本
市
が
活
用

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
な
っ
て

お
り
、
本
年
６
月
に
は
、
同
社
の

固
体
吸
収
法
を
活
用
し
、
焼
却
時

に
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
を
分
離
・
回

収
・
燃
料
化
す
る
炭
素
循
環
モ
デ

ル
が
国
の
補
助
採
択
を
受
け
た
。

今
年
度
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
※
導
入
に

向
け
設
備
設
置
の
準
備
を
進
め
て

お
り
、
本
事
業
を
契
機
に
地
域
企

業
と
連
携
し
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
社
会
の
実
現
と
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

Ｃ
Ｏ
２
分
離
回
収
実
証
事
業

の
進
捗
と
今
後
の
企
業
連
携
の
展

望
は
。

　
再
整
備
に
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
社
会
の
基
本
思
想
を
反

映
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

問答

問答

本
市
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
企
業
連
携
に
つ
い
て

河
内
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

再
整
備
に
つ
い
て

　
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
は
昨
年

５
月
に
市
内
東
部
で
初
め
て
確
認

さ
れ
た
た
め
、
昨
年
11
月
に
研
修

会
を
開
催
し
、
今
年
度
は
拡
散
状

況
把
握
の
調
査
圃
設
置
と
薬
剤
に

よ
る
防
除
効
果
確
認
の
実
証
試
験

を
実
施
し
て
い
る
。

当
該
病
の
防
除
と
市
内
産
地
維

持
の
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

生
産
者
の
要

望
を
踏
ま
え

効
果
的
な
支

援
策
を
講
じ

て
い
く
。

　
東
部
地
区
は
本
市
経
済
や
市

民
活
動
を
支
え
る
重
要
な
地
域
と

認
識
し
て
い
る
。

昨
年
度
か
ら
用
途
地
域
の
見
直

し
に
向
け
た
現
況
調
査
に
着
手
し
、

今
年
度
は
よ
り
具
体
的
な
検
討
業

務
を
実
施
し
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
土
地
利
用
の
見
直
し
を
進
め
、

併
せ
て
本
定
例
会
に
上
程
し
た
条

例
で
既
存
集
落
内
の
規
制
緩
和
を

行
い
民
間
事
業
者
の
宅
地
供
給
を

促
し
て
い
く
。　
　

こ
の
よ
う
な
公
民
連
携
の
取
組

み
に
よ
り
東
西
の
均
衡
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
地
域
の
賑
わ
い

と
魅
力
創
出
を
推
進
し
て
い
く
。

　
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
踏
ま
え
、
市
長
は
東
部
地
区

の
現
状
を
ど
う
理
解
し
、
今
後
ど

の
よ
う
に
東
西
の
均
衡
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
の
か
。

　
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
に
よ
り

安
定
的
生
産
が
見
込
め
な
い
状
況

の
生
産
者
に
、
必
要
備
品
、
設
備

導
入
へ
の
補
助
金
支
給
な
ど
の
政

策
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

問答

問答

東
西
の
均
衡
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病※

対
応
に

つ
い
て

一般質問

志 

翔 

会

本
田
　
豊
栄
議
員

ほ
ん
だ

と
よ
え
い

一般質問

自
由
民
主
党
郡
山
市
議
団

村
上
　
晃
一
議
員

む
ら
か
み

こ
う
い
ち

※
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
…
分
離
・
回
収
し
た
Ｃ
Ｏ
2
を
再
利
用

も
し
く
は
貯
蔵
す
る
技
術
。

※
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
…
「
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
」

と
い
う
害
虫
が
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
し
発
生
す
る
も
の

で
、
伝
染
性
が
高
く
感
染
し
た
苗
は
委
縮
し
、
収
穫

が
で
き
な
く
な
る
。

ほ

河内クリーンセンター

市内で栽培されたトマト
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枯
木
や
倒
木
の
恐
れ
の
あ
る

高
木
を
優
先
し
、
今
年
度
は
約
１

千
300
万
円
を
掛
け
80
本
程
度
の
伐

採
、
除
草
を
予
定
し
て
い
る
が
、

補
助
事
業
等
が
適
用
さ
れ
ず
、
財

源
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

破
損
等
が
あ
る
木
橋
等
の
修
繕

は
、
今
年
度
は
吊
り
橋
を
予
定
し

て
お
り
、
今
後
も
県
や
河
川
愛
護

会
と
連
携
し
な
が
ら
、
計
画
的
な

維
持
管

理
に
努

め
て
い

く
。

　
本
取
組
み
は
、
障
が
い
者
の

働
く
意
欲
や
収
入
の
向
上
及
び
施

設
の
収
益
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る

ほ
か
、
障
が
い
者
支
援
に
つ
な
が

る
喜
び
を
寄
附
者
に
感
じ
て
も
ら

え
る
機
会
と
な
る
な
ど
、
メ
リ
ッ

ト
は
多
岐
に
及
ぶ
と
思
わ
れ
る
。

今
後
こ
の
取
組
み
が
、
日
々
製

品
作
り
に
励
ん
で
い
る
障
が
い
者

に
と
っ
て
、
自
立
し
た
社
会
生
活

と
働
く
喜
び
を
実
感
し
て
も
ら
え

る
仕
組
み
と
な
る
よ
う
、
ま
た
、

将
来
に
わ
た
っ
て
定
着
し
て
い
け

る
よ
う
、
各
施
設
の
意
向
等
を
丁

寧
に
聞
き
な
が
ら
、
実
施
に
向
け

た
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
障
が
い
者
支
援
施
設
製
品
を

返
礼
品
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
の

実
現
可
能
性
と
、
本
市
に
も
た
ら

さ
れ
る
多
面
的
な
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
見
解
は
。

　
歴
史
的
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
南

川
渓
谷
は
、
樹
木
が
う
っ
そ
う
と

し
防
犯
上
の
問
題
が
あ
る
一
方
、

現
在
の
予
算
で
は
、
年
間
30
本
か

ら
50
本
程
度
の
伐
採
し
か
で
き
な

い
状
況
と
聞
い
た
が
、
今
後
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
見
解
は
。

問答

問答

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
に

つ
い
て

南
川
渓
谷
の
歴
史
的
価
値
と

現
状
認
識
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、
児
童
の
個
性
の

伸
長
に
資
す
る
と
市
立
中
学
校
就

学
審
査
会
が
判
断
し
た
場
合
、
就

学
先
の
学
校
変
更
を
認
め
て
い
る
。

　
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
特
定
の

学
校
へ
の
生
徒
集
中
の
防
止
等
の

観
点
か
ら
、
就
学
先
は
就
学
指
定

校
に
隣
接
す
る
中
学
校
と
し
、
原

則
５
・
６
年
時
に
体
育
的
・
文
化

的
な
活
動
の
顕
著
な
実
績
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
条
件
と
し
て
い
る
。

今
後
は
、
部
活
動
の
地
域
展
開

の
進
行
と
合
わ
せ
、
地
域
ク
ラ
ブ

や
地
域
と
の
連
携
し
た
活
動
の
状

況
な
ど
、
様
々
な
視
点
で
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在

の
内
容
を
当
面
維
持
し
つ
つ
、
総

合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
令
和
６
年
度
ま
で
の
事
業
費

ベ
ー
ス
の
進
捗
状
況
は
、
全
体
事

業
費
約
86
億
５
千
300
万
円
に
対
し
、

執
行
済
額
は
約
67
億
５
千
500
万
円

で
、
進
捗
率
は
約
78
％
と
な
っ
て

お
り
、
今
年
度
予
算
に
は
、
工
事

費
・
補
償
費
・
委
託
料
と
し
て
約

９
億
５
千
200
万
円
を
計
上
し
、
更

な
る
事
業
進
捗
を
図
っ
て
い
く
。

今
後
は
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
の
延
伸
整
備
を
令
和
８
年
度

ま
で
に
、
日
の
出
通
り
線
の
道
路

整
備
は
、
令
和
11
年
度
末
の
完
成

を
見
込
ん
で
お
り
、
関
連
事
業
全

体
の
完
了
に

つ
い
て
は
、

令
和
14
年
度

を
予
定
し
て

い
る
。

　
当
該
事
業
の
現
在
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

　
隣
接
学
校
以
外
へ
の
就
学
許

可
や
実
績
証
明
の
弾
力
的
な
運
用

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

問答

問答

大
町
土
地
区
画
整
理
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

部
活
動
を
理
由
と
す
る
通
学

区
域
外
就
学
に
つ
い
て

緑 

風 

会

名
木
　
敬
一
議
員

な
ぎ

け
い
い
ち

一般質問

志 

翔 

会

加
藤
　
漢
太
議
員

か
と
う

か
ん
た

一般質問

現在の大町（日の出通り線）

南川渓谷

－10－

こおりやま市議会だより　第213号



　
現
在
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

専
門
医
療
機
関
は
、
本
市
内
１
か

所
の
み
で
、
相
談
機
関
は
本
市
の

保
健
所
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度

の
相
談
件
数
は
13
件
で
あ
る
。

切
れ
目
な
い
支
援
を
す
る
に
は
、

相
談
機
関
の
保
健
所
が
個
々
の
状

況
に
応
じ
適
切
な
支
援
に
確
実
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

相
談
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
不
安
や

悩
み
に
寄
り
添
い
、
経
過
や
現
状

等
を
丁
寧
に
聴
き
取
り
状
況
を
正

確
に
把
握
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
状
況
に
応
じ
医
師
や
臨

床
心
理
士
の
相
談
、
専
門
機
関
や

家
族
会
等
の
紹
介
に
取
組
む
な
ど
、

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
更

な
る
支
援
体
制
強
化
を
図
る
。

　
本
市
で
は
、
機
関
保
証
の
活

用
や
連
帯
保
証
人
の
免
除
・
猶
予

制
度
の
利
用
な
ど
、
連
帯
保
証
人

の
確
保
が
困
難
な
人
に
配
慮
し
た

制
度
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
制
度
を
廃
止
し
、
単
身

入
居
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
明

渡
請
求
の
た
め
の
相
続
人
調
査
等

に
時
間
を
要
し
、
新
規
入
居
待
ち

の
人
に
迷
惑
が
か
か
る
。

ま
た
、
自
分
の
死
後
の
明
渡
し

に
不
安
が
あ
る
人
に
は
、
連
帯
保

証
制
度
等
が
、
将
来
の
不
安
軽
減

に
つ
な
が
っ

て
い
る
た
め
、

今
後
も
継
続

す
る
考
え
で

あ
る
。

　
市
営
住
宅
の
入
居
に
際
し
、

連
帯
保
証
人
制
度
を
廃
止
す
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
当
該
依
存
症
に
対
し
本
市
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
、
ど
の

よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。

問答

問答

市
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人
制
度

の
廃
止
に
つ
い
て

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の
支
援

体
制
に
つ
い
て

　
商
工
会
議
所
や
商
工
会
等
と

連
携
支
援
体
制
を
構
築
し
、
事
業

承
継
の
重
要
性
の
啓
発
な
ど
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
年
度
は
新
た

に
起
業
し
た
い
若
者
と
事
業
承
継

希
望
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
り
、
若
者
が
地
域
の
事
業
を
承

継
し
、
自
身
の
ア
イ
デ
ア
等
に
よ

る
事
業
成
長
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

本
年
秋
頃
を
目
途
に
支
援
体
制
の

構
築
を
進
め
て
い
く
。

今
後
も
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

と
事
業
承
継
支
援
と
の
事
業
間
連

携
、
若
者
の
活
躍
や
地
元
就
職
な

ど
の
施
策
間
連
携
に
よ
る
相
乗
効

果
を
図
り
、
経
済
環
境
の
整
備
に

取
り
組
む
。

　
商
工
会
議
所
や
金
融
機
関
等

と
の
連
携
に
よ
る
支
援
体
制
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、
市
社
会
起
業

家
加
速
化
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
す
る
若
者
に
、
事
業
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
を
は
じ
め
と
し
た
伴
走

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
起

業
し
た
い
若
者
を
後
押
し
す
る
取

組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
本
定
例
会
に
提
出
し
て

い
る
起
業
家
教
育
事
業
で
は
、
高

校
生
に
対
し
起
業
家
精
神
等
を
習

得
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る

な
ど
、
若
者

の
起
業
意
識

の
醸
成
に
取

り
組
む
。

　
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
、

本
市
で
起
業
す
る
若
者
に
対
し
ど

の
よ
う
な
支
援
が
考
え
ら
れ
る
か
。

　
や
る
気
の
あ
る
若
者
と
事
業

承
継
を
望
む
企
業
と
の
間
で
の
事

業
承
継
支
援
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

問答

問答

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
つ
い
て

事
業
承
継
支
援
に
つ
い
て

一般質問

日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団

遠
藤
　
隆
議
員

え
ん
ど
う

た
か
し

一般質問

無
所
属
の
会

箭
内
　
好
彦
議
員

や
な
い

よ
し
ひ
こ

市営住宅

郡山市創業・事業承継
支援情報発信サイト
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本
市
の
ラ
ー
メ
ン
は
郡
山
の

食
の
魅
力
を
強
く
印
象
付
け
る
重

要
な
観
光
資
源
と
認
識
し
て
い
る
。

来
年
４
月
に
は
、
ふ
く
し
ま
Ｄ

Ｃ
※
を
迎
え
る
た
め
、
関
係
団
体

と
連
携
を
図
る
ほ
か
、
首
都
圏
で

の
物
産
販
売
等
に
お
い
て
郡
山
ブ

ラ
ッ
ク
の
認
知
度
向
上
等
を
進
め

る
な
ど
、
ラ
ー
メ
ン
を
活
か
し
た

観
光
誘
客
等

を
図
り
、
持

続
可
能
な
地

域
経
済
の
発

展
を
目
指
す
。

　
選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
、
投

票
行
動
を
喚
起
す
る
目
的
で
試
行

的
に
導
入
し
た
こ
の
取
組
み
は
、

投
票
所
の
外
に
、
ス
タ
ン
プ
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
示
し
、
誰
で
も
自

由
に
ス
タ
ン
プ
を
取
得
し
閲
覧
可

能
と
す
る
こ
と
で
投
票
済
証
明
の

要
素
を
取
り
除
く
と
と
も
に
、
広

範
な
選
挙
啓
発
を
行
う
ツ
ー
ル
の

一
つ
と
し
て
、
個
人
の
記
念
や
記

録
に
活
用
で
き
る
よ
う
汎
用
性
を

高
め
る
た
め
、
電
子
配
布
と
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
と
し
て
も
、

事
前
の
Ｐ
Ｒ
や
投
票
所
で
の
取
得

方
法
な
ど
改
善
す
べ
き
課
題
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
今
後

と
も
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

　
４
月
の
市
長
選
挙
か
ら
実
施

さ
れ
た
投
票
所
来
場
ス
タ
ン
プ
の

周
知
啓
発
や
設
置
場
所
な
ど
の
改

善
が
必
要
と
感
じ
る
が
見
解
は
。

　
文
化
庁
100
年
フ
ー
ド
認
定
の
、

郡
山
ブ
ラ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る

魅
力
あ
る
本
市
の
ラ
ー
メ
ン
を
、

観
光
誘
客
の
一
つ
の
柱
と
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

問答

問答

投
票
所
来
場
ス
タ
ン
プ
の
普
及

促
進
の
工
夫
に
つ
い
て

ラ
ー
メ
ン
を
活
か
し
た
観
光

誘
客
に
つ
い
て

　
本
市
が
行
う
路
面
標
示
や
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
、
交
差
点
の
カ
ラ

ー
化
等
の
交
通
安
全
施
設
は
22
か

所
あ
り
、
令
和
８
年
度
に
完
了
見

込
み
で
あ
る
が
、
歩
道
の
設
置
は

６
か
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
部
用

地
の
協
力
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

数
年
の
期
間
を
要
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
。

国
、
県
な
ど
が
実
施
す
る
対
策

は
44
か
所
あ
り
、
状
況
に
よ
っ
て

数
年
の
期
間
を
要
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
通
学
路
の
よ

り
一
層
の
安
全
性
の
向
上
を
図
り
、

児
童
生
徒
の
交
通
事
故
防
止
に
努

め
て
い
く
。

　
東
山
悠
苑
は
、
平
成
３
年
４

月
の
供
用
開
始
か
ら
34
年
が
経
過

し
て
お
り
、
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
個
別
計
画
に
基
づ
き
、

施
設
の
在
り
方
、
方
向
性
を
検
討

す
る
な
ど
し
、
令
和
５
年
12
月
に

施
設
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
た
。

同
計
画
で
は
、
建
屋
の
大
規
模

な
躯
体
改
造
は
行
わ
ず
、
火
葬
炉

設
備
更
新
に
よ
る
機
能
向
上
や
待

合
室
増
設
に
よ
り
、
利
用
者
の
混

雑
緩
和
に
努
め
る
と
と
も
に
、
電

気
設
備
等
改
修
に
よ
り
、
耐
用
年

数
を
建
築
後

最
大
80
年
、

令
和
53
年
ま

で
延
ば
す
予

定
で
あ
る
。

　
今
後
の
施
設
改
修
あ
る
い
は

建
て
替
え
等
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
現
在
予
定
の
対
策
を
講
じ
る

べ
き
危
険
箇
所
の
対
応
が
一
通
り

完
了
す
る
ま
で
、
ど
の
程
度
の
時

間
が
か
か
る
見
込
み
か
。

問答

問答

東
山
悠
苑
の
施
設
改
修
等
に

つ
い
て

通
学
路
安
全
対
策
事
業
の
今
後

の
計
画
に
つ
い
て

※
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
…
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
こ
と
。
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
県
・

市
町
村
・
地
元
の
観
光
事
業
者
等
が
一
体
と
な
っ
て
、

各
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

　

新 

政 

会

會
田
　
一
男
議
員

あ
い
た

か
ず
お

一般質問

志 

翔 

会

森
合
　
秀
行
議
員

も
り
あ
い

ひ
で
ゆ
き

一般質問

た
い

く

現在の東山悠苑

市民に親しまれる
郡山ブラック
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市
総
合
都
市
交
通
戦
略
協
議

会
に
お
い
て
、
福
島
交
通
株
式
会

社
、
福
島
交
通
労
働
組
合
、
郡
山

地
区
ハ
イ
ヤ
ー
タ
ク
シ
ー
協
同
組

合
、
福
島
県
バ
ス
協
会
及
び
東
日

本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
な
ど
様
々

な
関
係
者
か
ら
の
意
見
を
聴
い
て

い
る
。

今
後
も
、
郡
山
駅
西
口
ロ
ー
タ

リ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
協
議

会
や
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
運
転
手
、

市
民
の
意
見
を
丁
寧
に
聴
き
短
期
、

中
期
、
長
期

対
策
の
検
討

を
進
め
て
い

く
。

　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
防
止

策
と
し
て
、
各
所
属
で
の
明
瞭
な

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
ダ
ブ
ル
チ
ェ

ッ
ク
体
制
構
築
に
加
え
、
課
長
職

以
上
を
対
象
と
し
た
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
・
事
務
ミ
ス
防
止
研
修
な

ど
を
通
じ
て
、
心
理
的
安
全
性
の

確
保
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

活
性
化
な
ど
、
職
員
が
安
心
し
て

発
言
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
活
用
な
ど
Ｄ
Ｘ

化
に
よ
り
業
務
の
省
力
化
・
効
率

化
を
図
り
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の

未
然
防
止
に
努
め
て
お
り
、
今
後

も
そ
の
対
策
の
継
続
的
な
実
施
、

見
直
し
を
図
り
、
更
な
る
業
務
改

善
に
努
め
て
い
く
。

　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
は
作
業
環
境
の
改

善
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
現
場
の
バ
ス
運
転
手
や
交
通

指
導
員
、
駅
利
用
の
市
民
等
の
意

見
を
大
切
に
聴
く
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
は
。

問答

問答

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
防
止
策

と
し
て
の
業
務
改
善
に
つ
い
て

郡
山
駅
西
口
の
整
備
に
向
け
た

様
々
な
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て

　
面
談
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
、
双

方
の
雰
囲
気
な
ど
細
か
い
情
報
が

十
分
に
つ
か
め
ず
、
信
頼
関
係
が

築
け
な
い
ま
ま
の
活
動
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
、
可
否
に
つ
い
て
十

分
な
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

研
修
オ
ン
ラ
イ
ン
化
も
、
こ
ど

も
の
命
を
預
か
る
行
為
に
対
す
る

研
修
の
た
め
慎
重
な
判
断
が
必
要

と
考
え
て
い
る
が
、
研
修
内
容
に

応
じ
て
可
能

な
場
合
は
導

入
す
る
な
ど

検
討
を
進
め

て
い
く
。

　
障
が
い
児
通
所
支
援
施
設
の

送
迎
に
つ
い
て
は
、
国
告
示
に
よ

り
給
付
費
の
送
迎
加
算
が
既
に
手

当
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
施
設
の
送
迎
実
施
や
送

迎
エ
リ
ア
設
定
は
各
施
設
が
利
用

者
の
状
況
等
を
踏
ま
え
判
断
す
べ

き
と
認
識
し
て
お
り
、
現
段
階
で

補
助
等
を
行
う
考
え
は
な
い
が
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は

保
護
者
や
事
業
者
の
実
態
や
意
向

確
認
と
と
も
に
他
自
治
体
の
動
向

調
査
な
ど
情
報
収
集
に
努
め
る
。

　
障
が
い
児
通
所
支
援
施
設
送

迎
エ
リ
ア
外
の
場
合
、
保
護
者
が

自
ら
送
迎
す
る
場
合
も
あ
る
た
め
、

事
業
所
が
送
迎
エ
リ
ア
を
拡
大
、

ま
た
は
新
た
に
送
迎
実
施
を
要
件

に
送
迎
用
車
両
購
入
等
の
補
助
を

行
い
、
保
護
者
の
送
迎
負
担
軽
減

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
※
セ

ン
タ
ー
の
会
員
増
加
の
た
め
、
面

談
や
研
修
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
対
策

を
し
て
は
ど
う
か
。

問答

問答

障
が
い
児
保
護
者
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て

会
員
が
利
用
し
や
す
い
仕
組
み

作
り
に
つ
い
て

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
…
子
ど
も
を
預
か
っ
て
ほ

し
い
人
と
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人
が
そ

れ
ぞ
れ
会
員
と
な
り
、
お
互
い
信
頼
関
係
を
築
き
な

が
ら
子
ど
も
を
預
け
た
り
預
か
っ
た
り
す
る
活
動
。

志 

翔 

会

久
野
　
三
男
議
員

ひ
さ
の

み
つ
お

一般質問

れ
い
わ
新
選
組

古
山
　
唯
議
員

ふ
る
や
ま

ゆ
い

一般質問

郡山駅西口ロータリー

ファミリーサポート
センター
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公
共
下
水
道
は
、
排
水
区
内

の
雨
水
を
公
共
水
域
へ
排
除
す
る

た
め
の
施
設
で
、
日
本
下
水
道
協

会
の
「
２
０
１
９
年
版
下
水
道
施

設
計
画
・
設
計
指
針
と
解
説
」
に

基
づ
き
、
５
〜
120
分
間
の
短
時
間

の
降
雨
モ
デ
ル
を
採
用
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、

２
日
間
降
雨

量
は
想
定
し

て
い
な
い
。

　
指
定
管
理
者
の
報
告
値
は
、

同
者
が
契
約
す
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
活
用
し
、
公
園
推
計
利
用
者
の

延
べ
人
数
に
20
歳
未
満
の
推
計
値

を
加
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

市
の
推
計
値
は
、
市
が
契
約
す

る
別
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
お
り
、

実
人
数
で
の
算
出
の
ほ
か
、
20
歳

未
満
の
人
数
は
含
ま
れ
な
い
。

い
ず
れ
も
、
対
象
範
囲
や
条
件

設
定
等
の
誤
り
は
確
認
で
き
な
い

た
め
、
現
時
点
で
は
指
定
管
理
者

が
契
約
す
る
シ
ス
テ
ム
で
得
ら
れ

た
推
計
値
と
認
識
し
て
い
る
。

　
指
定
管
理
者
の
報
告
で
は
、

年
間
利
用
者
推
計
値
が
478
万
９
千

864
人
と
県
の
人
口
の
２
倍
と
な
っ

て
お
り
、
市
の
推
計
値
よ
り
も
304

万
人
過
大
で
あ
る
が
、
市
は
指
定

管
理
者
の
報
告
値
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　
市
下
水
道
雨
水
管
理
計
画
の

計
画
降
雨
量
は
時
間
雨
量
で
、
広

範
囲
の
流
域
に
及
ぶ
長
時
間
豪
雨

に
よ
る
外
水
被
害
を
伴
う
大
規
模

災
害
に
は
対
応
で
き
な
い
の
で
は

と
考
え
る
が
、
東
日
本
台
風
の
よ

う
な
280
㎜
を
超
え
る
最
大
降
雨
量

の
よ
う
に
、
２
日
間
降
雨
量
は
ど

の
程
度
と
予
想
し
て
い
る
の
か
。

問答

問答

開
成
山
公
園
利
用
者
に
係
る
指
定

管
理
事
業
者
の
報
告
値
に
つ
い
て

予
想
さ
れ
る
降
雨
量
に
つ
い
て

　
学
校
給
食
は
、
児
童
生
徒
の

心
身
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
も

の
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、

学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
等
に
基

づ
い
て
、
鮮
度
の
良
い
衛
生
的
な

食
材
を
購
入
し
、
安
全
・
安
心
な

給
食
を
安
定
的
に
提
供
し
て
い
る
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
は
有
機
と
同
義

で
、
有
機
農
産
物
は
、
有
機
農
産

物
の
日
本
農
林
規
格
（
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
規
格
）
の
基
準
に
従
っ
て
生
産

さ
れ
た
農
産
物
と
定
義
さ
れ
て
お

り
、 

有
機
農
産
物
が
、
質
が
良
く
、

安
価
で
、
必
要
量
を
安
定
的
に
供

給
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、

学
校
給
食
で

の
使
用
を
検

討
し
て
い
く
。

　
令
和
２
年
の
地
方
自
治
法
改

正
で
、
制
度
導
入
が
努
力
義
務
と

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
令
和
３
年

以
降
、
先
進
地
視
察
等
を
行
う
な

ど
、
導
入
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。

制
度
の
導
入
は
、
適
正
な
業
務

執
行
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
等
、

組
織
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
一

定
の
効
果
が
あ
る
一
方
、
制
度
に

も
限
界
が
あ
る
こ
と
や
、
制
度
と

し
て
導
入
し
た
場
合
、
職
員
の
事

務
負
担
が
大
幅
に
増
加
す
る
等
の

懸
念
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の

状
況
に
最
適
か
つ
効
果
的
な
取
組

み
に
つ
い
て
模
索
す
る
な
ど
、
引

き
続
き
調
査
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
市
民
に
対
す
る
市
政
の
透
明

性
と
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
に
も

導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
へ
の
取

組
み
を
始
め
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

問答

問答

内
部
統
制※

制
度
の
導
入
に

つ
い
て

学
校
給
食
の
安
全
性
に
つ
い
て

※
内
部
統
制
…
地
方
自
治
体
の
組
織
目
的
の
達
成
を

阻
害
す
る
事
務
上
の
要
因
を
リ
ス
ク
と
し
て
識
別
及

び
評
価
し
、
対
応
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
事
務
の
適

正
な
執
行
を
確
保
す
る
こ
と
。 新 

政 

会

栗
原
　
晃
議
員

く
り
は
ら

あ
き
ら

一般質問

一般質問

立
憲
民
主
党

吉
田
　
公
男
議
員

よ
し
だ

き
み
お

防災こおりやまで
配信された大雨情報
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か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度

は
、
河
川
空
間
と
ま
ち
空
間
が
融

合
し
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
良

好
な
空
間
形
成
を
目
指
す
取
組
み

を
支
援
す
る
国
の
制
度
で
、
市
町

村
を
構
成
員
に
含
む
法
人
格
の
な

い
協
議
会
等
が
推
進
主
体
と
し
て
、

計
画
を
作
成
し
、
申
請
、
登
録
す

る
こ
と
等
が
必
要
と
な
る
。

本
市
が
河
川
管
理
者
の
徳
定
川

の
整
備
は
、
大
学
、
企
業
、
地
元

町
内
会
が
一
体
と
な
り
活
発
に
活

動
す
る
古
川
池
愛
護
会
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
本
制
度
活
用
を
含

め
環
境
整
備
の
実
施
手
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

　
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
４
月

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
や

５
月
の
全
国
宣
伝
販
売
促
進
会
議

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
同
会
議
の

観
光
商
談
会
で
は
、
新
コ
ン
テ
ン

ツ
の
紹
介
な
ど
魅
力
を
発
信
し
た
。

ま
た
、
特
別
企
画
と
し
て
、
こ

お
り
や
ま
御
朱
印
め
ぐ
り
や
、
湯

け
む
り
地
酒
さ
ん
ぽ
な
ど
を
行
い

好
評
を
得
た
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
事
業
の
磨

き
上
げ
を
行
い
「
ま
た
訪
れ
た
い
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
お
も

て
な
し
の
質
の
向
上
を
図
り
、
選

ば
れ
る
ま
ち

の
実
現
に
全

力
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
本
番
に
向
け
、

今
年
度
は
ど
う
誘
客
を
図
る
の
か
。

　
徳
定
川
の
環
境
整
備
へ
の
支

援
制
度
活
用
の
た
め
、
市
や
地
元

住
民
等
で
構
成
す
る
組
織
を
設
立

し
、
計
画
策
定
す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
は
。

問答

問答

誘
客
増
加
に
向
け
た
本
市
の

取
組
み
に
つ
い
て

か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進

す
る
団
体
の
設
立
に
つ
い
て

郡
山
市
議
会
公
明
党

山
根
　
悟
議
員

や
ま
ね

さ
と
る

一般質問

全国宣伝販売促進会議

※文書による提出の場合、氏名は、署名又は記名押印が必要です。 

請 願 陳 情 

受 付 市政一般質問初日の午後５時まで
※定例会中に審議を希望する場合  

開会日翌日の午後５時まで
※定例会中に議員への配付を希望する場合 

取扱い

●関係する委員会で審査の上、本会議で審議し、採択・
　不採択を決定します。 
●採択した請願のうち、市の事務に関するものは市長
　等へ送付し、処理の経過や結果の報告を求めます。 
　国・県等の事務に関するものは意見書を提出します。 

●陳情書の写しを各議員に配付します。 

提出
方法

１．文書による提出 
２．オンラインによる提出（郡山市オンライン申請サービス、電子メール）
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議会ＰＤＣＡサイクル
令和６年度対象事業の評価をまとめました

衛星ＡＩを活用した漏水調査方法文学の森資料館との通路が
整備された旧豊田貯水池

　各常任委員会において、対象事業に関する進捗報告の聴取と評価を実施するＰＤＣＡ※サイクルに取り
組んでおります。本定例会で対象事業の評価を取りまとめましたので報告します。
※ＰＤＣＡ ： 計画（Plan）→実行（Do）→評価（Check）→改善（Action）の４段階を繰り返し、業務を改善する手法

総務財政
常任委員会

建設水道
常任委員会

環境経済
常任委員会

文教福祉
常任委員会

令和６年度対象事業とその評価常任委員会

◆旧豊田貯水池利活用事業

園路上の設置看板や堤内側の除草状況などの質疑を交わし、年度内の
事業が、事業計画に基づき適正に実施されたものと評価しました。

◆（仮称）郡山市歴史情報・公文書館施設整備事業

ＭＬＡ連携※や学芸員の雇用体系などの質疑を交わし、年度内の事業が、
事業計画に基づき適正に実施されたものと評価しました。

◆衛星ＡＩ活用型漏水調査事業

費用対効果や漏水・非漏水の判別方法などの質疑を交わし、年度内の
事業が完了したことを確認し、事業計画に基づき適正に実施されたも
のと評価しました。

◆ため池防災・減災事業

ため池の堆積土砂の掘削方法及び保管状況について質疑を交わし、年度
内の事業が、事業計画に基づき適正に実施されたものと評価しました。

◆地域障害児支援体制強化事業

すくのび巡回相談の相談内容などの質疑を交わし、年度内の事業が、
事業計画に基づき適正に実施されたものと評価しました。

◆こども誰でも通園制度

家庭における保育負担軽減に係る成果などの質疑を交わし、年度内の
事業が、事業計画に基づき適正に実施されたものと評価しました。

※ MLA連携 … 博物館（Museum）、図書館（Library）、文書館（Archives）の連携の略称。それぞれの共通点を組織の枠をこえて連携する。

計画を
作成する

改善し
次回に繋ぐ

計画を
実行する

行動を
評価・分析

ＰＤＣＡ
サイクル

3月15日にオープンした郡山市歴史情報博物館
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■ 

議
員
30
年
以
上
表
彰

 

八
重
樫　
小
代
子　
議
員

　
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

で
、
地
方
自
治
発
展
へ
の
尽
力
に

対
し
、
当
該
議
員
が
表
彰
さ
れ
、

６
月
定
例
会

の
初
日
に
議

長
か
ら
表
彰

状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　
芳
山
小
学
校
の
６
年
生
51
人
が

議
場
見
学
を
行
い
、
議
員
か
ら
議

会
の
役
割
や
仕
組
み
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
児
童
が
市
長
役
・議
長

役
・
議
員
役
に
分
か
れ
、
児
童
が

身
近
に
感
じ

て
い
る
議
案

を
提
案
し
、

本
番
さ
な
が

ら
の
電
子
採

決
を
体
験
し

ま
し
た
。 議 

員 

表 

彰

議
場
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
？

　
第
144
回
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
が

議
場
で
開
催
さ
れ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
と
ピ
ア
ノ
の
共
演
に
よ
る
初
夏

の
優
し
い
旋
律
が
議
場
を
満
た
し
、

訪
れ
た
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
議
場
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
3
回

目
の
実
施
と
な
り
ま
す
が
、
プ
ロ

の
演
奏
者
に
よ
る
演
奏
は
初
め
て

の
試
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
員
席
も
傍
聴
席
も
満
席
に
な

り
、
市
民
に
議
場
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。

　
広
聴
広
報
委
員
会
に
所
属
す
る

議
員
に
よ
る
議
場
内
の
紹
介
や
議

会
に
つ
い
て
の
説
明
に
よ
り
、
議

会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
議
会
制
度
や
議
場
設
備
に
つ
い

て
、
議
員
が
説
明
し
ま
す
。

　
参
加
者
が
考
え
た
議
案
を
提
案

し
て
も
ら
い
、
電
子
採
決
を
す
る

な
ど
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

　
議
長
席
や
質
問
台
、
傍
聴
席
な

ど
を
間
近
で
見
学
で
き
ま
す
。

芳
山
小
学
校
が

　
議
場
見
学
を
行
い
ま
し
た

第
144
回
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

 

ｉ
ｎ　
郡
山
市
議
会

市長役の提案理由を聞く児童
議長から表彰状の伝達を
受ける八重樫議員

ヴァイオリンとピアノで共演する演奏者

議会制度についての説明を受ける参加者

議員に質問をする参加者

1  

市
議
会
の
は
な
し

2  
模
擬
議
会
の
体
験

3  

議
場
内
の
施
設
見
学

　
普
段
疑
問
に
感
じ
て
い
る
議
会

の
こ
と
、
議
員
の
こ
と
な
ど
を
気

軽
に
質
問
で
き
ま
す
。

4  

質
疑
応
答

見学の受付は
こちらから!
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本会議 常任委員会 
受付場所 西庁舎７階 傍聴受付 西庁舎６階 議会事務局 

会議開始40分前～20分前受付時間 会議開始30分前から
各委員会15人
※定員を超えた場合は抽選定　員 74人

※先着順

　本会議や委員会の様子は、どなたでも御覧いただけます。本会議、常任委員会の会議開始は
通常午前10時です。

　
議
員
の
調
査
研
究
な
ど
に
必
要

な
経
費
の
一
部
と
し
て
、
会
派
に

対
し
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
交
付
概
要

　
会
派
に
対
し
、
議
員
一
人
あ
た

り
月
額
10
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
収
支
報
告

　
会
派
は
収
支
報
告
書
等
を
作
成

し
、
領
収
書
等
を
添
付
し
て
、
議

長
に
提
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
残
金
は
市
へ
返
還
し
ま

す
。

■
情
報
公
開

　
収
支
報
告
書
や
領
収
書
等
は
市

議
会
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま

す
。

　
ま
た
、
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー

（
本
庁
舎
１
階
）
ま
た
は
議
会
事

務
局
（
西
庁
舎
６
階
）
で
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議会を傍聴してみませんか

政
務
活
動
費
と
は
？

収支報告書
会派名は、令和６年度末時点のものです。
※支出内訳中、広聴費、要請・陳情活動費、会議費及び人件費
については、全会派０円のため省略しています。

支   出   内   訳 差し引き額
【市への返還額】

会派執行率
（％）資料作成費 資料購入費 事務所費 通信運搬・

自動車燃料費
82.09

42.88

75.08

94.46

10.30

72.35

88.65

19.76

0.00

81.70

63.72

2,363,705

6,168,779

1,196,315

265,932

3,229,173

663,572

272,366

962,874

1,200,000

219,586

16,542,302

434,890

518,961

275,525

164,467

31,227

0

0

0

0

0

1,425,070

1,620,156

222,185

319,986

101,470

105,600

7,260

10,668

19,118

0

0

2,406,443

879,066

598,176

192,387

195,880

234,000

34,068

74,316

218,008

0

0

2,425,901

249,252

55,478

17,323

181,024

0

0

2,390

0

0

1,964

507,431

（単位：円）
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・正式な日程は、定例会初日に決定します。
・本会議の様子はYouTubeの市議会チャンネルからライブ中継します。
・ライブ中継は、各行政センターのテレビでも御覧いただけます。
・ライブ中継後は、タイムラグなくアーカイブ視聴できます。

市議会中継

令和6年度政務活動費収支報告

日 月 火 水 木 金 土
9/3

30

4 5 6

※陳情締切
7 8 9 10 11 12 13

※請願締切
14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 10/1

休会

９月定例会開催予定

休会

休会

休会

本会議（市政一般質問）事務整理日
（休会）

議案調査本会議（開会）

休会

休会

休会

休会

志翔会

会   派   名

会派への
交付額 支   出   額

支   出   内   訳
調査研究費 研修費 広報費

新政会

郡山市議会
公明党

緑風会

自由民主党
郡山市議団
日本共産党
郡山市議団

立憲民主党郡山

無所属の会

立憲民主党

れいわ虹の会

合   計

13,200,000

10,800,000

4,800,000

4,800,000

3,600,000

2,400,000

2,400,000

1,200,000

1,200,000

1,200,000

45,600,000

10,836,295

4,631,221

3,603,685

4,534,068

370,827

1,736,428

2,127,634

237,126

0

980,414

29,057,698

1,517,880

464,240

16,000

895,360

0

0

0

0

0

0

2,893,480

2,113,820

834,420

1,096,990

0

0

0

0

0

0

0

4,045,230

4,021,231

1,937,761

1,685,474

2,995,867

0

1,695,100

2,040,260

0

0

978,450

15,354,143

（11人）

（９人）

（４人）

（４人）

（３人）

（２人）

（２人）

（１人）

（１人）

（１人）

常任委員会 事務整理日
（休会）

決算議案書熟読日
（休会）

決算議案書熟読日
（休会）

決算議案書熟読日
（休会）

休会

休会

本会議
（補正予算等先議）

決算特別委員会

本会議（閉会）決算特別委員会
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市議会だよりに対する御意見、御感想は議会事務局総務議事課まで 
TEL024-924-2521 メールアドレス soumugiji@city.koriyama.lg.jp 
印　刷／株式会社やまと印刷
※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

編 集
後 記

表紙写真は、６月定例会の開会日に開催した「第144回ホールコンサートｉｎ郡
山市議会」の一場面であり、このコンサートは、市民に開かれた議会を目指して
実施してきた取組みの一つになります。プロの演奏家によるヴァイオリンとピア
ノの二重奏は、議場をコンサート会場のような楽しい雰囲気で包んでくれました。
６月定例会は、椎根新市長にとって初めての議会となり、議員の質問には新た
な取組みを提案する内容が多く見られ、市長と共に新しい時代の郡山をつくって
いこうという議員の心意気が感じられました。（岡田）

■議会モニターとは？
開かれた議会を目指し、市民の意見や提言を
広く聴取するものです。
■職務
①本会議の傍聴または視聴に基づく意見提出
②議会だより及び市議会ウェブページへの意見
③市議会議員との意見交換 など

■募集人数…14名
　モニターに決定した方には、９月末までに文書
でお知らせいたします。
■応募締切…9月19日(金)
■その他…報酬はありません。
　お問い合わせは議会事務局（下記連絡先）まで。

皆様の御応募を
お待ちしています！

議会モニター　応募用紙

QRコードからも
応募できます

該当する項目に　チェックを入れてください。
□公務員、各種議会議員、各種行政委員ではありません。
□市議会のしくみや運営、市政や地域社会の発展に関心があります。

【応募先】郡山市議会事務局
　　　　 総務議事課

ＴＥＬ：024-924-2521　ＦＡＸ：024-938-2810
メール：soumugiji@city.koriyama.lg.jp

住所

氏名

確認事項

御記入いただいた個人情報は、郡山市議会モニター制度以外の目的には一切利用しません。

電話番号学生の場合
学校名

男・女性別 年齢 歳
ふりがな 任意記載

〒

対　象

次の４つを全て満たす方が対象です。
◇18歳以上の方
◇市内に居住または市内の学校に在籍
している方
◇公務員、各種議会議員、各種行政委員
ではない方
◇市議会のしくみや運営、市政や地域社
会の発展に関心がある方

議会モニターを募集します！ 
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